
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のことから、彼らが大人として社会に出たとき  （10～20 年先の社会）に必要とされるであろう力は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田中学校キャッチフレーズ  してもらう させられる人から する人へ 
 

してもらうことになれている人やさせられることに慣れている人には、創造力や発想力、責任感、他人を理解する

心や思いやる心、他人と正対できる心、何かに打ち込み諦めない心の強さは、育たないか極めて育ちにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の現状と見通し等 

・少子高齢化に伴う働く人口の激減⇒生産人口の負担過大と生産性の低下。経済の縮小←AI 活用はプラス要因 

・25 年後の人口の激減⇒経済祝縮小と地方都市消滅。外国人の受入←受入態勢・制度の遅れ。 

・高齢者や生保人口を支えられない社会⇒少ない生産人口への負担過大→社会閉塞。税収減に伴う行政の縮小。 

・地域社会の弱体化と子育て世代の孤立⇒自治会単位の共助社会の確立←学校教育で地域社会意識の向上を 

国として（資源のない国の外貨獲得） 

・経済を維持する資源確保の為の外貨が必要⇒付加価値を生む高い発想・創造力と科学技術力、生産技術、 

商品開発力、商交渉力は必須。⇒０から１を作る力。新しい価値観を生み出す発想力。 

・外貨獲得手段として文化（アニメ等）や観光産業⇒文化･観光産業と連携した商品開発や生産技術の向上。 

・宇宙・海洋資源の獲得←掘削技術の開発、空間エネルギー伝達手段の開発等。 

・人工知能（AI）の進展とその活用。⇒労働人口減への有効な対応策。 

日本の子育てについて 

・幼少期からおもちゃ等をたくさん与えられ、いまではスマホ等で画像を見せられて楽しんでいる。 

・幼少期から目の前にある障害を親が取り除き、困難に直面させない、親が何でもしてあげる子育てか, 

もしくはネグレクトに近い状況での放任かの２曲化傾向。 

・学習は、学校や塾で指示されたことをするだけの傾向。自分で考えての学習が無い。人間同士のぶつか

り合い（一定範囲でのいじめや子供どうしの揉め事まで、すべて大人が解決してしまっている）を排除。 

⇒結果、以下のような社会問題につながってきている。 

・就職したときに、仕事を支持されたことしかできない。教えてもらってないからできないしやらない。 

・困難に直面すると他の責任にして、仕事をすぐにやめる。  ・欲が無い  ・知恵が湧きにくい 

・社会に出てからの会社等でのいじめなどの事象への対処力が弱く、すぐ引きこもりになってしまう。 

・自分のすべき義務を果たさず、悪いことは何でも他者の責任にする社会の雰囲気。責任感の欠如。 

育てたい人間像 （これからの時代に必要とされる人間像）〔山田中学校の教育目標より〕 

 ・情報を収集し、自ら考え、行動できる人  ・創造力のある人  ・諦めない粘り強い人 

 ・心の強い、生きる力を十分持った人  ・ＡＩを開発運用制御する倫理観の高い人 

 ・高い知識と技術を保有する人  ・外国人と正対できる人～語学力と心の強さと柔軟さ～ 

 ・他人や他民族との協調性及び思いやりの心を強く持った人 

今、学校で育成すべき力 〔山田中学校の教育目標より〕 

 ・問題解決能力と創造力及び粘り強さ   ・高い人権意識と協調性、思いやりの心 

 ・コミュニケーション能力及び英会話力  ・理科 数学 技術の好きな生徒 

 ・情報に対する正しい理解及び判断力   ・創造力及び企画力 

 ・生きる力（生き抜く心の強さ）     ・地域社会の一員としての自覚の醸成 
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